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１．八代海の概況、海域特性について 

 
（１）八代海の概要 

 八代海は不知火海とも呼ばれており、九州本土と天草諸島・長島に囲まれ、本渡瀬戸・三

角瀬戸・満越瀬戸を通じて有明海と、長島瀬戸や黒之瀬戸を通じて東シナ海と繋がっている。

総面積 1,200ｋ㎡，閉鎖度指数 32.5 であり、我が国の 1,000ｋ㎡以上の内湾では最も閉鎖性

の高い海域である。平均水深は約 23ｍ、最大水深は八幡瀬戸で約 73ｍ、南部では 20～50ｍ、

中部では 30～50ｍ、北部では 20ｍ以浅である。北部に有明海に次ぐ広大な干潟を有しており、

その面積は 4,465ha と日本の干潟総面積の 9％に相当する。干潟が発達している湾奥部は内

湾性が強く、湾央から以南の南部地域は徐々に外洋性を帯びる 1)。 

 

（２）海域環境特性２） 

不知火海定線調査の水質データ（表層水温、表層塩分、透明度）については、クラスター

分析により、湾奥北部Ａ，湾奥南部Ｂ，湾央部Ｃ，湾央南部Ｄ，湾南部Ｅの５つのグループ

に分類される（図―１）。 

平均表層水温（図―２）は、夏季に湾南部が湾奥部に比べて年較差が小さい傾向にある。

これは湾奥部では水深が浅く、熱容量が小さいため、大気からの加熱が温度変化に反映され

やすいが、水深が深い湾南部は熱容量が大きく、東シナ海との海水交換もあることが要因で

ある。グループ間の温度差は、夏季に平均１～2℃程度であるのに対し、冬季は対馬海流の
影響を受けて湾南部が湾奥部に比べて 4℃ほど高い。 

 

 

表層塩分（図―３）は湾奥部で低く、湾南部にかけて高い傾向にあり、年較差は湾南部で

４‰、奥部で８‰と大きな開きがある。６～８月の梅雨期の淡水流入により海域全体で塩分

濃度が下がり、特に湾奥部では球磨川などの河川流入量の増加により 23‰まで低下する。 

図-1 不知火定線調査地点 
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図－２ 表層水温の年変動特性 
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図-５ Line：Ａでの密度鉛直分布（７月、12月） 

透明度（図―４）については、湾奥北部は水深が５mほどであるため、年間を通して低く、
年較差は小さい。湾奥南部も球磨川河口域にあたり、生活廃水などの影響で透明度は低い。

湾央部から湾南部へ南下するに従い、瀬戸を通じた外海水の侵入の影響から透明度は高くな

る。また、夏季には降雨による球磨川等の河川流入量が増加し、湾央から湾南部において透

明度が低下する。 

 
密度成層の状況については、梅雨～夏季に河川流入の増加により塩分が表層で低下し、さ

らに表面水温が全域で 26℃以上と高くなるため、海域全体にわたって強い密度成層が生じる。

冬季は、水温が低下し降雨量も少なくなることなどから鉛直混合が起こり、表層から底層ま

でほぼ均質な密度となり、密度成層は生じない（図－５、図―６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 塩分(表層)の年変動特性 
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図－４ 透明度の年変動特性 
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(a) 2000 年 7 月 Line：Ｃ (b) 2000 年 12 月 Line：Ｃ 

図-６ Line：Ｃでの密度鉛直分布（７月、12月） 

（３）水質の経年変化 

最低水温期の２月及び最高水温期の８月における湾奥部（浅海定線調査定点 40）（図７参

照）、湾央部（同 24）、南部（同 22）、西部（同 22）の水質が以下のとおり分析されている３）。 

① 水温 
 全点で上昇傾向が見られ、２月より８月、湾奥より南部の方が傾きが大きい。 

② 塩分、栄養塩 

 塩分、栄養塩とも一定の傾向は認められない。 

③ ＣＯＤ 

  全点で増加傾向が見られ、特に湾奥部での上昇の傾きが大きく、有意である。 

④ 透明度 

 湾奥部では透明度の上昇傾向が見られる。 

⑤ 溶存酸素量 

   湾奥部では２月に増加傾向、８月に減少傾向が見られる。これらの要因として、冬季の

珪藻赤潮の発生、夏季の水温上昇や有機物負荷量の増加傾向が考えられる。 
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図７ 定点 40（湾奥部）における水質等の経年変化 

 

また、水質断面調査の結果、2003 年９月の St.3 の底層を中心に、溶存酸素量が 4.0mg/L

を下回る値が確認されている４）（図８）。 

 
図８ 水質断面調査定点（左図）、2003年９月 16日のＤＯ（mg/L）分布（右図） 
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